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張 

  

 
 

  

 

 

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

旧
年
中
は
読
者
の
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
花
瑛
塾
の
活
動
に
御
理
解
、
御
協
力
、

あ
る
い
は
御
意
見
、
御
批
判
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ

と
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

新
し
い
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
あ
ら
た
め
て
当

誌
と
花
瑛
塾
の
勇
躍
を
お
誓
い
申
し
上
げ
ま
す
。
本

年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

秋
祭
り
・
冬
祭
り
・
春
祭
り 

 

 

天
才
的
な
民
俗
学
者
・
神
道
学
者
で
あ
る
折
口
信 

                 

夫
（
一
八
八
七
‐
一
九
五
三
）
は
、
戦
前
、
昭
和
の

大
嘗
祭
を
控
え
た
時
期
に
、
大
嘗
祭
に
関
す
る
多
数

の
論
文
を
著
し
、
講
演
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

そ
う
し
た
講
演
論
文
の
一
つ
で
あ
る
「
大
嘗
祭
の

本
義
」
に
お
い
て
、
折
口
は
、 

 

私
の
考
え
で
は
、
一
夜
の
う
ち
に
、
秋
祭
り
・

冬
祭
り
・
春
祭
り
が
、
続
い
て
行
わ
れ
た
も
の

で
あ
っ
て
、
歳
の
窮
っ
た
日
の
宵
の
う
ち
に
、

秋
祭
り
が
行
わ
れ
、
夜
中
に
冬
祭
り
が
行
わ
れ
、

明
け
方
に
春
祭
り
が
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ

し
て
、
続
い
て
、
初
春
の
行
事
が
行
わ
れ
る
、 

                 

と
い
う
順
序
で
あ
る
。 

 

と
述
べ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
現
在
で
は
秋
祭
り
、

冬
祭
り
、
春
祭
り
は
分
離
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
折
口

は
古
代
の
日
本
に
お
い
て
、
そ
れ
ら
は
一
夜
の
う
ち

に
連
続
し
て
い
る
の
だ
と
し
ま
す
。
折
口
は
湯
立
て

神
事
な
ど
が
行
わ
れ
る
こ
と
で
有
名
な
三
信
遠
地
方

の
冬
祭
り
の
研
究
を
深
め
ま
し
た
が
、
そ
こ
で
は
実

際
に
秋
祭
り
、
冬
祭
り
、
春
祭
り
が
連
続
し
て
行
わ

れ
て
い
ま
す
。 

 

そ
も
そ
も
折
口
は
、
冬
を
魂
が
「
殖
ゆ
（
殖
え
る
、

分
割
す
る
）
＝
ふ
ゆ
」、
あ
る
い
は
魂
を
「
触
る
（
触 

 
新
年
を
迎
え
て
―
年
の
は
じ
ま
り
と
国
の
は
じ
ま
り
― 

 

「
神
苑
の
決
意
」 

主
筆 

 

木 

川 

智 

 

1 部 1000 円 

（別途送料 160 円） 

本
号
の
内
容
【
主
張
】
新
年
を
迎
え
て
―
年
の
は
じ
ま
り
と
国
の
は
じ
ま
り
―
（
木

川
智
）
…
１
／
【
解
説
】
ア
ジ
ア
か
ら
読
み
解
く
「
大
東
亜
戦
争
」
（
高
井
七
海
）
…

３
／
【
解
説
】
五
〇
年
代
「
本
土
」
ア
メ
リ
カ
軍
基
地
撤
去
運
動
と
沖
縄
（
西
山
徹
）

…
６
／
【
連
載
】
ア
ジ
ア
放
浪
記
タ
イ
・
ア
ユ
タ
ヤ
朝
編
⑤
（
仲
村
之
菊
）
…
９
／
【
連

載
】
『
倭
姫
命
世
記
』
を
読
み
解
く
⑫
伊
勢
神
道
と
尾
張
・
真
福
寺
（
柳
凛
）
…
１
１

／
【
連
載
】
い
ま
ど
き
の
東
ア
ジ
ア
（
み
ゃ
ー
だ
）
…
１
３
／
活
動
報
告
…
１
３
／
【
談

話
室
】（
木
川
智
）
…
１
９
／
花
瑛
塾
日
誌
・
編
集
後
記
…
２
０ 

 


